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第46回熊本県農業コンクール大会で、市から
坂下巳一さん・美保子さん夫妻（不知火町永尾）、
小川町農産物販売所「すずめのおやど」（上村キ
ヌ代表）、山本徳一さん（不知火町長崎）の３組
が受賞しました。これは、県が農業や農村社会
の振興・発展に積極的に取り組み、豊かで住み
良い地域づくりに貢献している優秀な農業経営
者・組織などを表彰するものです。
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不知火（デコポン）の経営・生産技術の改善への
取り組みが認められました。
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ブドウを主体とした経営・生産技術の改善への取り組
みが認められました。
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地域の人たちが集う直売所を目指した、生産・加
工・販売の取り組みが認められました。

県農業コンクール３部門で受賞
業にかける思いが花開きました

２月26日、砥用小・中体育館で開催されまし
た（砥用町バレー協会主催）。各学校代表チーム
の部とフレンドリーの部に分けて行われ、小川
ジュニアチームはフレンドリーの部に出場。富
合、益城中央（４年生）、宇土、宇土東（５年生）
をストレートで破り、初優勝しました。

ただ今、会員募集中！　元気な小学生の、たくさん
の加入をお待ちしています。
問　事務局　岩見（小川支所内） 143－1111

第18回宇城３郡小学生新人バレー大会
、４年生チームだけど負けないぞ！

2月28日、九州電力（株）宇城営業所の職員
（今村暢宏グループ長ほか11人）が観音山総合運
動公園で植林活動をしました。九州電力は創立
50周年を迎え、地域の人たちと共に「九州ふる
さとの森づくり活動」を展開中。市の環境保護
に少しでも貢献できたらと今回、実施しました。
小川支所玄関前で苗木の贈呈式をした後、観音
山総合公園でシイの木50本を植樹しました。

苗木を手渡す今村鴨宏さん（右）

九電職員が植林活動
球環境美化に一役

宇城警察署管内の飲食店や酒販売店の経
営者らでつくる「愛の一声運動推進会」
（田爪武照会長・約250店舗）が２月23日、
同署前で飲酒運転追放の旗を掲げて道行く
ドライバーに交通安全を呼び掛けました。
また、市作成の「飲酒運転追放店」と書い
たステッカー800枚が阿曽田清市長から同
会へ手渡されました。ステッカーは各お店
に掲示されます。同会は平成２年、とある

青年が飲酒運転で事故死したのをきっかけに、飲酒
運転追放を目的として結成。飲酒した客へ愛のこも
った一声を掛ける運動を展開しています。

飲酒運転追放宣言を読む参加者たち

飲酒運転追放の店ステッカー受領式
酒を飲んだお客さまに愛の一声を

小川町水と緑をまもろう会（森田良光代表）
が2月19日、小川総合文化センター・ラポート
で開催しました。県地域づくりアドバイザー
の村田幸博さん（熊本市）が「川へのロマン、
海へのロマン」と題して講演。その後、地域
おこし団体と市代表の6人が行ったパネルディ
スカッションでは、身近なごみ問題や河川浄
化など、地域の環境問題について活発な意見
が交わされました。

意見を述べる地域おこし団体の代表

第８回環境シンポジューム
しく住みよいまちを目指して

３月18日、ウイングまつばせで行われました。
「脳の健康」と題し、熊大付属病院の倉津純一
病院長が脳神経外科医の立場から講演。「脳の
健康とは、神経細胞の減少を最小にして、残っ
た神経細胞を有効活用すること」と倉津病院長。
「頭や体を使い血流を増やすことがコツです。
漫然とテレビを見るだけでは脳は刺激されませ
んが、見終わってから評論することで脳が刺激
され、ひいては老化への対応策となります」な
ど、日常に即した例を挙げながら話しました。

健康宇城市21講演会
の若さは体の若さ

デリバリーうき

真剣に講話を聞く参加者たち


